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将来の都心部交通ネットワーク

将来の都心部交通ネッ
トワークのうち、道路空
間の再構築・ウォーカブ
ル化を検討する区間

○都心部への通過交通の流入
を抑制し、賑わいの創出を
支える交通環境の形成を目
指します。

○都心部の骨格となる「都心
部環状道路」及び「都心部
放射道路」を整備します。

○新たに高架下道路を２路線
整備することにより、鉄道
南北の一体化を図るととも
に、北大通などの歩行空間
を拡幅し、ウォーカブル化
を図り、歩行空間を憩い楽しめる空間とすることで、賑わいを創
出します。

○釧路駅周辺の南北を連絡する新たな高架下道路は、公共交通(バ
ス)専用道路として整備することにより、賑わいの核となる人と公
共交通中心の広場空間を創出するとともに、安全安心なバス交通
環境を創出します。
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歩行者専用道路
バス専用道路

新設高架下道路
交通広場アクセス道路
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①乗降者用車路
→車路が狭く利用しにくい。
出入りしにくい。

➁駐車場
→駐車場が狭く、駐車マスも
狭い。

③広場
→モニュメント等が設置され
ているが、魅力に乏しい。

④バスターミナル
→駅の改札口から遠く、場所
もわかりにくい。

➄南口全体
→奥行が約30ｍしかなく、
狭い状況である。

①

➁
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①地下通路
→北口広場より約60ｍも離れて
おり、利用しにくい。

➁改札口
→北口は改札口に直結してい
ないため、地下通路を経由
して、約200ｍ歩行し南口へ
回る必要がある。
(直線距離では約80ｍ)

③バス乗り場
→北口広場にはバスターミナル
が無く、停留所も遠い。

(約200～300ｍ離れている)

①
➁

③
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